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ほうかつだより
地域住民の介護・健康・福祉に関する相談窓口

発行：一般社団法人くるめ地域支援センター

地域包括支援センターは、地域の皆様や関係機関との協働による高齢者の支援や
専門的な地域課題を解決するためのネットワークづくりを目指しています。

次回、１月号では『認知症総合支援業務に関する内容』についてお伝えします。

久留米市長寿支援課（0942-30-9038）
   または、お近くの地域包括支援センター（裏面記載）
相談先

地域包括支援センターでは、認知症高齢者の支援や高齢者虐待の防止・早期発見
など、高齢者が「自分らしく尊厳ある生活」を送れるよう取り組んでいます。

地域包括支援センターでは民生委員や関係機関などに広く消費者
被害に関する情報を提供し、被害の相談・情報が入るように未然防
止のための啓発活動を行っています。被害にあった場合は、警察や
久留米市消費生活センターと協力して対応します。

地域で気になる高齢者の方がいたら、早めにご相談ください。
※高齢者虐待の相談内容や相談者の秘密は守られます。

・地域包括支援センターでは高齢者虐待の早期発見や深刻化を防ぐた
めの対応を行います。

・高齢者虐待防止法では、高齢者虐待をしている養護者も支援の対象
としています。

・地域包括支援センターは久留米市と連携・協働して高齢者虐待対応
を行っています。

令和７年
11月発行

高齢者の権利をまもる

悪質な詐欺の被害にあった

お金・通帳の管理に自信がなくなった

「財産」を
まもる

ケース① 高齢者虐待にあっている人がいる、
高齢者虐待をしてしまった

「虐待」から
まもる

« »

※成年後見センターのチラシ成年後見制度について 参照

日常生活自立支援事業成年後見制度(法定後見制度)

http://www.hokatu-Kurume.or.jp/

くるめ地域支援センター 検索

認知症や知的障がい、精神障がいのある人
など、判断能力が不十分な人のための社会福
祉制度です。この事業では、福祉サービスの
利用に関する相談を受け、日常生活に必要な
金銭を管理するなどの援助等を行います。

地域包括支援センターでは、久留米市成年後見センターや久留米
市社会福祉協議会と連携し、対応します。

認知症や知的障がいなどにより、すでに
判断能力が不十分な人の財産管理や日常生
活での様々な契約などを家庭裁判所に選任
された後見人が支援する制度です。



福岡県内では
23億円を超える被害！！

ニセ電話詐欺被害額とニセ電話詐欺認知件数の推移(久留米市)

令和５年(1月から12月) 令和６年(1月から1２月)

ニセ電話詐欺被害額 4,882万円 2,843万円

ニセ電話詐欺認知件数 ２４件 ９件

今からできる撃退法！

ニセ電話詐欺の始まりは、固定電話への入電が多いです。そのため、
ご自宅の固定電話への防犯対策が重要です。ご自宅の固定電話でも
ニセ電話詐欺対策機能がついているものもあります。まずはご自宅
の電話機の確認をしましょう。

「詐欺かも？」と思ったら、迷わず相談を！
～久留米市消費生活センターまたは地域包括支援センターまでご相談ください～

※久留米市HP、福岡県警察HP引用・参照

現在、ニセ電話詐欺の約7割で国際電話が悪用されており、国際電話を止め
ることも有効な対策となります。
『＋１』や『＋４４』などから始まる番号は国際電話番号です。
このような表示の電話には出ない、かけ直さないことが重要です。

国際電話利用休止サービスとは、国際電話不取扱センターが提供する無料サ
ービスです。申し込みを行うと海外からの電話がブロックされます。このサービ
スは、固定電話・ひかり電話が対象です。

被害を防ぐには・・・
【国際電話利用休止サービス】による国際電話のブロックが有効！！

【問い合わせ先】

国際電話不取扱受付センター
０１２０‐２１０‐３６４（通話料無料）

取扱時間 オペレーター案内
平日 午前９時～午後５時

申し込み方法は・・・
・Webによる申し込み
・郵送・ＦＡＸによる申し込み
左記、番号へ連絡し、案内に従
い手続きを実施してください。
・警察官の支援による申し込み
方法もあります。

久留米市消費生活センター ０９４２－３０－７７００ 消費者ホットライン：１８８
協働推進部安全安心推進課 ０９４２－３０ー９０９４ 警察総合相談窓口：♯９１１０
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